
年
頭
の
ご
挨
拶

社
会
福
祉
法
人

宇
都
宮
市
障
害
者
福
祉
会
連
合
会

会

長

　
麦

倉

仁

巳

宇 障 連 だ よ り⑴  第38号 令和４年１月１日

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
常
日
頃
か
ら
会
員
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
に
は
当

会
の
各
種
事
業
に
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
も
引
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
翻
弄
さ
れ
緊
急
事
態
宣
言
や
蔓
延
防
止
策
が
発

令
さ
れ
る
な
か
栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
は

じ
め
宇
都
宮
市
民
福
祉
の
祭
典
や
宇
障
連
主
催
の
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
、
野
外
交
流
会
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
障
害
者
の
社
会
参
加
の
機

会
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
第
６
期
宇
都
宮
市
障

が
い
福
祉
計
画
等
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
を
は
じ
め
、

障
害
者
差
別
解
消
法
が
改
正
さ
れ
合
理
的
配
慮
が
拡

大
さ
れ
た
こ
と
や
無
観
客
な
が
ら
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
多
様
性
や
共
生
社
会
の
実
現

が
唱
え
ら
れ
た
こ
と
は
我
々
障
害
者
に
と
っ
て
喜
ば

し
い
出
来
事
で
し
た
。

　
宇
障
連
と
し
て
も
初
と
な
る
オ
ン
ラ
イ
ン（Zoom

）

配
信
に
よ
る
地
域
交
流
事
業
や
屋
外
で
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
、
規
模
を
縮
小
し
て
の
ハ
ッ
ピ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
再
開
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
準
備
を
進
め
て
き
た
栃
木
国
体
や
第
22

回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
い
ち
ご
一
会
と
ち

ぎ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
関
係
団
体
一
丸
と
な

り
全
国
各
地
か
ら
来
県
す
る
選
手
た
ち
を
迎
え
入

れ
、
栃
木
の
魅
力
と
ス
ポ
ー
ツ
を
介
し
て
の
障
害
者

理
解
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
各
種

事
業
や
イ
ベ
ン
ト
等
が
制
約
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
役
職
員
一
同
心
新
た
に
地
域
に
密
着
し

た
福
祉
向
上
の
た
め
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
じ
め
関
係
者
の
方
々
の
な
お
一
層
の

ご
指
導
・
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
関
係
団
体
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
皆

様
の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

宇

都

宮

市

肢

体

障

害

者

福

祉

会

宇
都
宮
市
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

宇

都

宮

市

聴

覚

障

害

者

協

会

宇
都
宮
市
肢
体
不
自
由
児
者
父
母
の
会

宇

都

宮

喉

友

会

河
内
地
区
身
体
障
が
い
者
福
祉
会

表彰おめでとうございます
～令和３年度表彰者～

▼
第
27
回
栃
木
県
民
福
祉
の
つ
ど
い

　
　
　
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
８
月
23
日
）

　
▽
栃
木
県
知
事
表
彰

　
　
　
自
立
更
生
　
　
　
吉
澤
　
昌
三
（
聴
　
覚
）

　
▽
栃
身
協
会
長
表
彰

　
　
　
自
立
更
生
　
　
　
小
山
田
敏
子
（
視
　
覚
）

　
　
　
更
生
援
護
　
　
　
田
邊
　
静
子
（
河
　
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
根
　
鐵
也
（
河
　
内
）

▼
第
14
回
宇
都
宮
市
民
福
祉
の
祭
典

　▽
宇
都
宮
市
長
表
彰

　
　
　
自
立
更
生
　
　
　
小
口
　
　
巌
（
肢
　
体
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
容
子
（
肢
　
体
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
　
　
　
深
（
視
　
覚
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
田
　
久
子
（
聴
　
覚
）

　
　
　
支
援
功
労
　
　
　
亀
岡
　
　
昇
（
聴
　
覚
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
フ・み
や
の
会
（
聴
　
覚
）

　
▽
宇
障
連
会
長
表
彰

　
　
　
自
立
更
生
　
　
　
信
沢
喜
久
雄
（
視
　
覚
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
澤
三
枝
子
（
視
　
覚
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
　
久
男
（
聴
　
覚
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
喜
一
郎
（
聴
　
覚
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
川
　
哲
夫
（
聴
　
覚
）

　
　
　
支
援
功
労
　
　
　
北
野
　
愛
子
（
聴
　
覚
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
ま
ち
子
（
聴
　
覚
）

第38号 

福
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オンライン配信した画面

地域交流事業を
オンラインで開催

　

 

麦
倉
仁
巳
会
長
叙
勲「
旭
日
小
綬
章
」

　

 

麦
倉
仁
巳
会
長
叙
勲「
旭
日
小
綬
章
」

祝祝

謝

　
　辞

オンライン配信中のスタッフ

２時46分の地震から、
まもなく３時半過ぎ
くらいだったと思い
ます。
大好きな街が、この
ように津波に襲われ、

　
９
月
18
日
、
宇
障
連
地
域
交
流
事
業

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
２
１
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
宇
障
連
で
は
初
め
て
の
試
み

と
な
る
オ
ン
ラ
イ
ン
（Zoom

）
配
信
の

取
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
師
は
南
三
陸
町
社
会
福
祉
協

議
会
（
宮
城
県
）
の
髙
橋
吏
佳
さ
ん
を
お

招
き
し
て
、
震
災
の
体
験
と
そ
の
後
の
地

域
づ
く
り
の
お
話
を
い
た
だ
き
、
地
域
に

寄
り
添
い
、
繋
が
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

　
講
演
会
に
は
約
50
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
関
心
の
深
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
り

文
字
に
よ
る
情
報
提
供
の
要
約
筆
記
の
表

示
が
乱
れ
、
動
画
の
音
楽
が
途
切
れ
て
し

ま
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
ご
迷
惑
を
掛

け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
編
集
で
修
正
し

ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
や
貸
出
し
用
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
作
り
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
、
配
信
に
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
合
同
会
社
レ
ク
ス
タ

様
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
令
和
三
年
秋
の
叙
勲
で
当
会
の
麦
倉
会

長
が
旭
日
小
綬
章
を
受
章
し
ま
し
た
。
旭

日
章
は
社
会
で
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ

た
方
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
麦
倉
会
長
は
宇
障
連
の
ほ
か
、
栃
木
県

身
体
障
害
者
福
祉
会
連
合
会
、
栃
木
県
身

体
障
害
者
団
体
連
絡
協
議
会
、
栃
木
県
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
各
会
長
を
は
じ
め
、

栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
副
会
長
や
今

年
開
催
さ
れ
る
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国

体
・
と
ち
ぎ
大
会
で
は
実
行
委
員
会
副
会

長
も
務
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
宇
都
宮
市
や
栃
木
県
の
障
が
い

者
福
祉
に
関
す
る
協
議
会
や
審
議
会
等
の

委
員
を
務
め
、
障
が
い
者
福
祉
の
向
上
に

力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

　
受
章
に
際
し
、
新
聞
等
の
コ
メ
ン
ト
で

は
「
み
ん
な
に
助
け
ら
れ
て
今
ま
で
や
っ

て
き
た
だ
け
」
と
話
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
我
々
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
皇
居
に
て
天

皇
陛
下
に
拝
謁
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
中
止
と
な
り
、
伝
達
式
は
11
月
29
日
に

栃
木
県
公
館
に
て

行
わ
れ
、
県
知
事

か
ら
の
伝
達
と
な

り
ま
し
た
。

　
令
和
三
年
秋
の
叙
勲
に
際
し
ま
し
て
、

は
か
ら
ず
も
旭
日
小
綬
章
拝
受
の
栄
に
浴

し
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
も
偏
に
皆
様
方
の
長
年
に
わ
た
る

温
か
い
ご
指
導
ご
支
援
の
賜
物
と
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
こ
の
栄
誉
に
恥
じ
な
い
よ
う
一

層
精
進
致
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
変

わ
る
こ
と
な
き
ご
芳
情
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宇 障 連 だ よ り 第38号  ⑵令和４年１月１日



　
今
回
で
２
回
目
と
な
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
は
会
場
を
「
わ
か
く
さ
ひ
ろ

ば
」
（
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
南
側
）
に
移

し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
晴
天
の
中
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
仲
間

と
和
気
あ
い
あ
い
ス
タ
ー
ト
し
た
大
会
で

す
が
、
プ
レ
ー
が
始
ま
り
し
ば
ら
く
す
る

と
空
の
様
子
が
一
変
、
怪
し
い
雲
に
覆
わ

れ
る
と
霰
が
降
り
出
し
、
旋
風
が
舞
い
プ

レ
ー
は
中
断
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状
態
も
悪

く
な
り
、
何
よ
り
も
濡
れ
た
体
に
気
温
の

低
下
に
よ
る
会
員
の
健
康
状
態
を
優
先
し

て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
会
員
や
ス
タ
ッ
フ
に
は
怪
我

や
体
調
を
壊
す
方
も
い
な
か
っ
た
こ
と
は

幸
い
で
し
た
。

　
天
候
の
急
変
に
よ
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
は

プ
レ
ー
の
中
断
だ
け
で
な
く
、
ホ
ー
ル
ポ

ス
ト
の
旗
を
旋
風
が
隣
接
の
県
営
住
宅
を

２
棟
も
飛
び
越
え
さ
せ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
用
意
し
た
ト
ロ
フ
ィ
ー
は

次
回
の
お
楽
し
み
に
な
り
ま
す
。

　
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
で
施
設
製
品
の
販

売
の
機
会
が
激
減
し
て
い
る
中
、
わ
く
・

わ
く
シ
ョ
ッ
プ
Ｕ
で
は
こ
の
秋
に
３
つ
の

販
売
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

◇
10
月
16
日

　「
わ
く
・
わ
く
マ
ル
シ
ェ

in
ベ
ル
モ
ー
ル
ス
カ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
」

　
ベ
ル
モ
ー
ル
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
今
回
初
め
て
、
ベ
ル
モ
ー
ル
に

出
店
し
ま
し
た
。
当
日
は
時
折
雨
が
降
る

生
憎
の
天
候
で
し
た
が
、
人
通
り
は
絶
え

る
こ
と
な
く
ベ
ル
モ
ー
ル
の
存
在
感
を
感

じ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

◇
11
月
20
日

　「
わ
く
・
わ
く
シ
ョ
ッ
プ
Ｕ
販
売
会
」

　
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
様
の
ご
協
力
で
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
う
「
村
の
大

テ
ン
ト
広
場
」
を
会
場
に
販
売
会
を
開
催
、

こ
ち
ら
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
方

が
訪
れ
、
施
設
の
製
品
を
手
に
取
っ
て
い

ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
を
受
け
、
12
月
４

日
、
２
年
ぶ
り
に
ハ
ッ
ピ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
感

染
対
策
を
す
べ
く
規
模
の
縮
小
は
余
儀
な

く
、
人
数
の
制
限
や
会
食
も
な
く
半
日
で

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
会
員
、
来
賓
を
含
め
約
60
名
が

参
加
。
講
師
に
栃
木
県
国
体
・
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
局
を
招
い
て
、
来
年
の
国
体
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け
て
の
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　
後
半
か
ら
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
の

「
と
ち
ま
る
く
ん
」
も
交
え
て
、
体
操
あ

り
、
ク
イ
ズ
あ
り
の
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

◇
11
月
27
日

　「
わ
く
・
わ
く
マ
ル
シ
ェ
in
オ
リ
オ
ン
」

　
こ
ち
ら
は
恒
例
の
オ
リ
オ
ン
通
り
商
店

街
振
興
組
合
様
の
主
催
イ
ベ
ン
ト
。
今
回

は
、
宇
都
宮
市
の
障
が
い
者
週
間
の
記
念

イ
ベ
ン
ト
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
と
な
り
ま
し

た
。
生
憎
、
天
候
の
急
変
で
霰
が
降
り
、

急
激
に
寒
さ
に
襲
わ
れ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も

あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
し
た
事
業
所
の
皆

さ
ん
は
最
後
ま
で
元
気
に
販
売
を
続
け
て

く
れ
ま
し
た
。
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ハ
ッ
ピ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2021

わ
く
・
わ
く
マ
ル
シ
ェ

　
　
　
　      

＆
販
売
会

　
〜
市
内
各
所
で
開
催
〜

わ
く
・
わ
く
マ
ル
シ
ェ

　
　
　
　      

＆
販
売
会

　
〜
市
内
各
所
で
開
催
〜

宇
障
連
会
長
杯
　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
〜
わ
か
く
さ
ひ
ろ
ば
〜

宇
障
連
会
長
杯
　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
〜
わ
か
く
さ
ひ
ろ
ば
〜

いちご一会ダンスを楽しむ参加者

オリオン通り ろまんちっく村 ベルモールスカイブリッジ

晴天の下だった開会式



宇 障 連 だ よ り 第38号  ⑷令和４年１月１日

　
11
月
11
日
、
宇
障
連

で
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
車
両
基
地

で
Ｌ
Ｒ
Ｔ
車
両
「
ラ
イ

ト
ラ
イ
ン
」
の
見
学
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
見
学
会
は
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
読
み
取
り
機
の

取
付
位
置
の
検
討
な
ど

に
協
力
し
て
き
た
経
緯

も
あ
り
、
実
現
し
た
も

の
で
す
。

　
最
初
は
理
事
の
皆
さ
ん
に
見
学
し
て
も

ら
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
部
会
ご
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
障
が
い
に
応
じ
た
説
明
を
受

け
る
見
学
会
も
実
施
し
て
い
ま
す

　
ま
た
、
停
留
場
が
整
備
さ
れ
た
段
階
で

改
め
て
乗
降
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
え
る
よ

う
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
宇
都
宮
市
で
は
、
聴
覚
障
が
い
者
の
意

思
疎
通
支
援
の
更
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
、
手
話
通
訳
者
が

同
行
で
き
な
い
場
合
な
ど
に
お
い
て
も
、

迅
速
か
つ
円
滑
な
意
思
疎
通
を
可
能
と
す

る
「
遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
（
一
般
市

民
用
・
行
政
機
関
窓
口
用
）
」
を
、
令
和

３
年
12
月
３
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス

　（
一
般
市
民
用
）

　
急
な
発
熱
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
疑
い
等
に
よ
る
診
察
、
災
害
時
の

避
難
所
に
お
け
る
生
活
な
ど
手
話
通
訳
者

が
同
行
で
き
な
い
場
合
等
に
お
い
て
、
利

用
者
個
人
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
を
活
用
し
て
、
遠
隔
で
の
手
話

通
訳
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
事
故
へ
の
対
応
な
ど
、
急
遽
、

手
話
通
訳
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
も
、

従
来
の
緊
急
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
利
用
に
加
え
、
遠

隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
担
当
者
が
不
在

の
場
合
な
ど
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
）

※

手
話
通
訳
者
の
同
行
派
遣
と
同
様
に
、

遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
（
一
般
市
民

用
）
に
つ
い
て
も
、
原
則
、
宇
障
連
へ

の
事
前
申
込
み
が
基
本
と
な
り
ま
す
の

で
、
適
正
な
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〇
遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス

　（
行
政
機
関
窓
口
用
）

　
地
域
行
政
機
関
等
で
の
各
種
申
請
等
の

手
続
き
の
際
に
、
手
話
通
訳
が
必
要
と
な

る
場
合
は
、
地
域
行
政
機
関
等
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
て
、
遠
隔
で
の
手

話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

　
利
用
で
き
る
場
所
は
、
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
、
出
張
所
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
、
保
健
所
、
子
ど

も
発
達
セ
ン
タ
ー
の
計
26
か
所
で
す
。

※

障
が
い
福
祉
課
窓
口
の
手
話
通
訳
者
が

対
応
し
ま
す
。
通
訳
者
が
窓
口
対
応
中

な
ど
不
在
の
場
合
等
に
は
、
利
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ど
ち
ら
も
、
対
応
で
き
る
時
間
は
、

「
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
」
と
な
り
ま
す
。
具
体
的
な
利

用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
本
会
報
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の

協
力
で
点
字
版
、
音
声
版
も
発
行
し
て
い

ま
す
。

点
訳
　
点
訳
グ
ル
ー
プ

｢

か
た
つ
む
り｣

の
皆
さ
ん

音
訳
　
デ
イ
ジ
ー
全
文
訳
セ
ン
タ
ー

｢

ア
ク
セ
ス｣

の
皆
さ
ん

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲ 遠隔手話通訳サービスの様子

遠隔手話通訳サービス（一般市民用）

遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

利用者の
スマートフォンやタブレット等
（本市登録手話通訳者）

聴覚障がい者
聞こえる方
（医師等）

遠隔手話通訳
システムにて通訳

手話通訳専用フー゙ス（宇障連内）

現地（病院や学校等）

手話 音声

〈想定される利用方法〉
・新型コロナウイルス感染症の
疑い等による診察
・災害発生時の避難所生活
・買い物など日常生活上
　必要になるとき　　　　　等

ＬＲＴ車両の
見 学 を 実 施
ＬＲＴ車両の
見 学 を 実 施


